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日
本
の
総
人
口
は

急
激
に
減
り
続
け
る
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問 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

た
め
の
都
市
機
能
誘
導
区
域

指
定
の
考
え
方
は
。

答  

居
住
誘
導
区
域
内
に
設

定
さ
れ
、
医
療
・
福
祉
・
商

業
等
と
い
っ
た
生
活
サ
ー
ビ

ス
施
設
を
鉄
道
駅
に
近
い
商

業
・
業
務
が
集
積
す
る
地
域
、

公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

の
利
便
性
が
高
い
区
域
で
、

徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
が
容

易
に
で
き
る
範
囲
で
設
定
す

る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
日
高
市
の
現
状
に
合
っ

た
区
域
指
定
を
検
討
す
る
。

問　

居
住
誘
導
区
域
の
指
定

の
考
え
方
は
。

答　

市
街
化
区
域
内
を
原
則

と
し
て
い
る
。
住
宅
の
建
築

が
制
限
さ
れ
て
い
る
工
業
専

用
地
域
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
等
、
居
住
を
誘
導
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
区
域

を
除
き
、
人
口
減
少
の
中
で

も
一
定
の
エ
リ
ア
に
人
口
密

度
を
維
持
し
、
生
活
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続

的
に
確
保
さ
れ
る
区
域
を
設

定
す
る
よ
う
示
さ
れ
て
い

る
。

問　

前
者
の
両
地
域
を
結
ぶ

公
共
交
通
の
方
針
は
。

答　

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
都
市
機

能
誘
導
区
域
お
よ
び
居
住
誘

導
区
域
の
設
定
と
居
住
誘
導

区
域
か
ら
都
市
機
能
誘
導
区

域
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
交
通

事
業
者
等
と
連
携
の
も
と
、

徒
歩
、
自
転
車
、
20
年
後
を

見
据
え
た
次
世
代
公
共
交
通

に
関
す
る
交
通
施
設
の
整
備

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

国
家
戦
略
特
区
に
つ
い
て

問　

鶴
ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
周
辺
地
域
の
開
発
基
本
計

画
に
お
け
る
関
連
事
項
は
。

答　

国
家
戦
略
特
別
区
域
お

よ
び
構
造
改
革
特
別
区
域
の

制
度
を
活
用
し
た
規
制
緩
和

に
よ
り
、
産
業
基
盤
集
積
の

促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
の
で
、
市
と
し
て
も
、
先

端
産
業
分
野
の
事
業
に
対
し

て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
。

問　

市
内
へ
新
し
く
企
業
立

地
を
進
め
て
い
く
場
合
、
農

地
の
活
用
を
考
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
農
地
法
の

関
連
は
ど
う
か
。

答　

鶴
ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
関
係
市
町
連
絡
協
議
会
の

情
報
交
換
の
場
で
示
さ
れ

た
、
県
の
見
解
は
農
地
転
用

の
許
可
に
関
し
て
、
従
来
ど

お
り
農
林
調
整
が
必
要
。

問　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
問
題
は
目
に
見
え
な

い
最
も
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
ど
ん
な
難
問
で
あ
ろ
う

と
、
人
口
流
出
を
防
ぎ
出
生

率
を
ア
ッ
プ
し
市
民
の
豊
か

な
生
活
を
守
り
地
域
の
活
力

を
維
持
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
昨
年
度
は
歴
史

上
初
め
て
日
本
全
体
で
33
万

人
減
少
し
た
。
し
か
し
フ

ラ
ン
ス
で
は
16
年
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
12
年
で
出

生
率
を
回
復
し
た
成
功
事
例

が
あ
る
。
日
高
市
で
は
平
成

23
年
10
月
を
ピ
ー
ク
に
人
口

は
減
少
に
転
じ
、
平
成
28
年

は
421
人
、
平
成
29
年
は
377
人

も
減
少
し
た
。
将
来
に
わ

た
っ
て
元
気
の
あ
る
ま
ち
、

魅
力
あ
る
ま
ち
、
活
気
あ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、
人

が
集
ま
る
ま
ち
に
す
る
こ
と

が
何
よ
り
必
要
。
そ
こ
で
、

人
口
対
策
の
具
体
的
事
業
で

あ
る
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
そ
の
実
態
調
査
の
分
類

結
果
は
。

答　

確
認
で
き
た
605
件
の
建

物
を
空
き
家
と
定
義
し
、
現

状
の
ま
ま
又
は
小
規
模
修
繕

で
活
用
可
能
と
判
断
し
た
空

き
家
が
377
件
、62.3
％
で
あ
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
問
合

せ
と
、登
録
予
定
の
状
況
は
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
関
係
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
方
が

595
件
。
空
き
家
を
購
入
又
は

賃
借
し
、
市
内
に
定
住
を
希

望
す
る
問
合
せ
は
６
件
。

問　

登
録
者
、
利
用
者
を
さ

ら
に
増
や
す
方
法
は
。

答　

５
月
に
発
送
予
定
の
平

成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
に
、
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
の
文
書
を
同
封

し
啓
発
を
図
る
予
定
。

　

�

新
築
住
宅
で
最
大
100
万

円
、
中
古
住
宅
で
最
大

50
万
円
の
補
助
が
出
る
、

多
世
代
家
族
同
居
近
居
促

進
事
業

問　

今
ま
で
の
実
績
は
。

答　

平
成
28
年
度
は
、
７
ヶ

月
間
で
３
世
帯
か
ら
の
補
助

金
申
請
が
あ
っ
た
。
補
助
金

の
額
は
３
世
帯
の
合
計
190
万

円
で
、
転
入
者
数
は
７
名
。

平
成
29
年
度
は
17
世
帯
か
ら

補
助
金
申
請
を
受
け
、
交
付

決
定
金
額
は
合
計
千
230
万

円
。
転
入
者
数
は
60
名
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

問　

活
用
者
の
意
見
は
。

答　

全
員
か
ら
、
子
育
て
世

代
の
市
内
へ
の
定
住
に
非
常

に
有
効
も
し
く
は
有
効
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

問　

制
度
拡
充
の
考
え
は
。

答　

始
め
た
ば
か
り
の
制
度

な
の
で
、
事
業
の
期
限
で
あ

る
平
成
31
年
度
末
ま
で
の
成

果
を
踏
ま
え
判
断
し
た
い
。


